５年　リレー

１．学習のねらい

　　直走路やコーナーの走り方，走る順番，バトンパスの仕方などを工夫し，いろいろなチームと競走したり，自分のチームの記録に挑戦したりして楽しむ。

２．学習のみちすじ

　ねらい１　走る順番を工夫し，確実にバトンパスをして相手チームと競走することを楽しむ。
ねらい２　[image: image1.emf][image: image2.emf] 
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走る順番を固定し，バトンパスの仕方を工夫して記録に挑戦しながら，相手チームと競走することを楽しむ。
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５．学習の場

陸上－１９【リレー－5年－①】

６．準備物

　　バトン（６），小旗（１），カラーコーン（１２），ポートボール台（６），高とび用スタンド（２），ストップウォッチ（６），記録カード，ゲーム用ベスト

７．単元に入る前の準備

　　・チームは事前に決め，子どもたちに伝えておく。チームは，どのチームもほぼ同じぐらいの速さになるよう編成する。編成方法は，リレーを学習するトラックで1周のタイムを測定し，それぞれの子どものタイムを合計し，どのチームもほぼ同じになるようチームを作る。

　　・チームができたら，準備と後始末の分担を決めておく。

　　・スタート・ゴール，テイクオーバーゾーンの位置を決め，ポイントを付けておく。

　　・対戦表や準備図，学習カードを用意しておく。

　　・ストップウォッチの使い方を知らせ，正しい計測ができるよう操作を体験させておく。

８．「はじめ」の時間の指導

　　①単元計画を知らせる。

　　　「今日から，リレーの学習を６時間します。」

　　②準備と後片付けの仕方を知らせる。

　全員が準備・後始末の方法を理解できるように，役割ごとに演示し具体的に説明する。

「チームで役割を分担し，準備をします。安全に気をつけてみんなで準備しましょう。」

　　③１時間の使い方や係の役割分担，約束，記録の測り方を知らせる。

　係分担をきっちり行い，記録や着順を正確に測ることで，リレーの学習がより楽しい運動にな

　ることを伝える。また，子どもたちの演示などで，具体的に伝える。

「準備・体ならしを５分，リレー（２回）を３５分，まとめ・後始末で５分ほどで行います。」
「次に競走する２チームが，係の役割を受けもちます。係は，それぞれのチームで相談して分担します。スタート・ゴール係1名，ゾーン係2名，タイム係1名，コーナー係2名です。」

　　　「競い合いの学習では，記録や着順を正確に測ったり見たりすることが必要です。」

　　　「チームごとに走る順番を決めましょう。対戦相手と人数が異なる時は，あらかじめ輪番制で2回走る人を決めておきましょう。」

　　　「これから走る人は，コースの外で待ちます。走り終わったら，コースの内側に入り応援しましょう。」

　　　「コーナートップでバトンをもらう位置が変わります。第３コーナーを最初に通過したチームが，インコースでバトンを受けましょう。」

　　　「バトンは，右(左)手から左(右)手へ引き継ぎます。チームで話し合い，右左どちらの手で行うかを決めましょう。」

「バトンパスは，テイクオーバーゾーンの中で行います。もし，バトンパスの時にバトンを落としたら，渡し手が拾ってから受け手に渡しましょう。」

　　　「前の走者を追い抜く時は，外側から走りぬけましょう。」

　　　「競走が終わったチームは，次のレースに向けて話し合ったり，練習したりしましょう。」

　　　「オープンコースで２チームずつ２回走り記録を測りましょう。」

「アンカーの人は帽子を赤にしましょう。」

陸上－２０【リレー－5年－②】

９．「なか」の時間（ねらい①）の指導

　　①体ならしの仕方を知る。

　　　「チームで，ストレッチをして軽く走ったり，バトンパスをしたりして体ならしをしましょう。」

　　②２チームごとにリレーを楽しむ。
　　　「チームごとに，今日の対戦相手や走る順番を確かめましょう。」

　　　「係の人は，それぞれの分担場所に移動し準備しましょう。」

　　　「スタート係の人は，準備ができたか確認し走者と係の人にスタートの合図をしましょう。」

　　③自分のチームの様子を知り，走る順番を工夫し，確実にバトンパスをして相手チームと競走

　　　する。

　　　「チームで話し合い，走る順番を色々変えて自分のチームにあった走順をみつけよう。」

「ラインを踏まないように，コーナーでふくらまないように走りましょう。」

１０．「なか」の時間（ねらい②）の指導

　　①準備ができたらチームごとに体ならしをする。

　　　　「バトンパスなどの練習をしながら体ならしをしましょう。」

　　②走る順番を固定して，レース１を楽しむ。

　　　　「チームで話し合い，自分のチームにあった走順を決めましょう。ねらい２では，走る順番を固定してリレーを楽しみましょう。」

「チームのメンバーの１００ｍ走の合計タイムを目標記録にして挑戦しましょう。」

　　③バトンパスの仕方を工夫してレースを楽しむ。

　　　　「バトンパスのタイムロスを少なくするためには，どのような方法をとればよいだろうか。」

　　　　「学習カードや資料などのポイントを参考に考えてみよう。」

　　　　確実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　速い
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④チームの時間の活動をする。
　　　　「レース１の記録やバトンパスの様子を振り返り，タイムロスを少なくするバトンパスの練習をしよう。」

　　　　「実際にバトンを引き継ぐ２人組で練習や相談をしてみよう。」

　　⑤チームの時間の話し合いや練習を生かしてレース２を楽しむ。

　　　　「チームの時間で行ったことを生かして，チームのメンバー一人一人のよさを出し切りレース２をやってみよう。」

１１．「まとめ」の時間の指導

　　①学習カードをもとに学習の様子やできばえを振り返る。

　　　　「チームや自分で工夫したことやうまくいったことを発表しましょう。また，友達や相手のチームの工夫のよさで気付いたことを発表しましょう。」



１２．参考資料

・体育実技講座　冊子

・Ｗｅｂページ（「京都市小学校体育研究会」で検索してください。）

陸上－２２【リレー－5年－④】
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学習の進め方を理解し，


スムーズに活動ができるかな？


・場の安全を確認しているか。


・役割分担がうまくできているか。


・リレーの仕方が分かっているか。


・ルールを守り，勝敗や記録を素直に認め，仲よく活動しているか。


・確実にバトンパスができているか。


・スタートの合図やゴール判定が正しくできているか。


ストップウォッチをうまく使っている


　か。


・スタートがうまくできているか。（フライングなどをしていないか。）
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チーム意識を持って活動しているかな？


・力いっぱい最初から最後まで走り切っているか。


・走順を工夫し，相手チームと競走しているか。


・どちらの手でバトンを引継ぐかを確かめ，バトンパスが右から左（左から右）となっているか。


・チーム意識をもって活動しているか


・自分が走っていないときも応援したり，競走の経過を真剣に見たりしているか。


・レースが終わった後に，チームで集まりレースの振り返りを進んでしているか。
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＜観点＞


・リレーの学習で何を考え，工夫し，努力したか。


・工夫や努力した結果，どんな成果を得たか。


・チームのメンバーや他のチームのどんなよさに気付いたか。


・リレーの学習で自分が成長したと思えることは何か。





よい結果に至った要因に目を向けるようにし，


その大切さを理解するとともに，他の単元でも生かすように導く。


＊意欲　　　　　　　　　　　＊個々の具体的な工夫


＊チームや２人組での協力　　＊学習資料の活用


＊努力
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